平成２０年度私立短大学生生活指導担当教職員研修会

グループ討議の報告

【第１グループ】
担当：　堀　　美稚　委員
　高橋　節子　委員

（参加者数：１４名）

１．自己紹介

〇 各短大及び各寮の特色及び各校の抱えている問題の提起

〇 今回のグループ討議において学習・検討したい事項について
〇 持参資料の説明

２．討議の内容

　　〇 各短大、各寮における危機管理への対応について

　　〇 寮運営の在り方

　　　１）寮生減少に伴う対策

　　　２）寮の形態について

　　　３）寮の行事について

　　　４）寮の経費について
　　　５）寮生活時間について（門限、外泊、食事等）
　　　６）寮生活全般について　（寮則等）

・寮生活、集団生活により修得できるものとして人間関係の構築に重要な役割を果たしているとの見解が多い

・寮生と職員との意見交換の必要性について
・寮監のサーポートとして寮生役員の活用体制について
・学生支援について

　　人間力育成に向けた学生支援の取り組みの重要性
　　〇 マナー教育について（学生生活に関する調査、報告書に基づいて）
　　　１）学生生活の満足度についての問い合わせに対して、第１位が何でも話せる友人の存在が挙げられており、このことは、寮生活、集団生活の中で育まれていることが大であるとの声が多かった。

　　　２）マナー教育に対する教職員の意識の向上について

　　　　　　特に挨拶の励行の重要性

　　　　　　喫煙、飲酒、盗難の問題

　　　３）短大及び寮と地域のコミュニケーションの図り方

　　　４）学寮独自のマナー教育について　（実施寮の事例として）

１．美容講座

　　　　　　２．健康面、生活面の教育

　　　　　　３．リーダーの活用（先輩、後輩との関係から学ぶもの）

　　　　　　４．学寮委員会の活用

　　　　　　５．寮生の学力アップへの取り組みについて

　　〇 学寮の改革への取り組みについて　（事例報告）

　　　　門限　諸手続きの簡素化

　　〇 今回のグループ討議の留意点として学寮のテーマに固執しないよう努めた。
【第２グループ】

担当：幸田　和也　委員

松村　敦子　委員

（参加者数：１４名）
《喫煙について》

１４校中半数の７校が学内全面禁煙の措置をとっており、その主たる理由として新入生（１年生）を含む学生の大半が未成年者であることが挙げられた。全面禁煙を実現している大学の取り組みなどが紹介された。

· 入学前と実習の前に禁煙の誓約書を提出させる

・学生の組織である学生会等が自ら禁煙を決め実行した

・学生同士のチェック機能が働いている

・喫煙を止めたい学生に担任等が相談に乗る

・外部講師による薬物乱用に関する教育の中で喫煙の恐ろしさを伝える

・新入生を対象としたフレッシュマンキャンプ等で、薬物、性病、アルコールに関する教育をする

・まず全面禁煙導入を決めることが肝要

《学生相談室》
全ての大学でカウンセリングセンター、学生相談室を設置しているが、大学の規模によりカウンセラーが常勤か非常勤、開室日、開室時間などに違いが見られた。また精神的な病気を持った学生が増加しているとの報告も多く、学生相談室と学生課、教員との連携、守秘義務と情報の共有については、各大学で試行錯誤している状況が紹介された。

・学生と接する部署の職員は、機会を見てカウンセリングの研修等を受ける

・相談室と教員、関係部署の職員は守秘義務を厳守した上で緊密な連携をとり、学生の指導に当たる

・学生相談室を上手く機能させ、来室学生を増やすことが大切

・守秘義務と情報の共有については難しいが、情報の取扱い規定等を定める必要がある

・授業を連続して３回欠席した学生には、本人への連絡とともに保護者への連絡も実施

・学生の精神的病気については、まだ保護者の理解が低いため学生の状態をどのように伝え、通院を勧めることは容易ではない

《クラブ・サークル活動》
１４校中クラブ加入率は１～２割が半数の７校、３～５割が３校、５～７割が３校。　　１校は未把握。加入を促進するために各校が取り組んでいる様々な例が紹介された。

・地域の社会福祉協議会と協力してクラブ発表の場を提供する

・学生食堂のトレーにクラブ募集の使い捨て紙ランチョンマットを使用して宣伝

・４月のクラスオリエンテーションで必ずクラスからの代表者、学生会委員などを決める

・オリエンテーションの一環にクラブ紹介を入れる

・若い教員にクラブ顧問を依頼する

・顧問手当てを支払う

《危機管理》
避難訓練の実施については、寮を設置している大学では年１度、必ず寮において実施している。また日中以外、夜間に実施した例が紹介された。避難訓練は大学の規模、立地条件により実施が難しいとの意見が出された。実施日としては、新学期、後期のオリエンテーション期間中、平常授業の昼休み、スポーツ大会の日など、各大学でそれぞれ工夫している。今年度初めて避難訓練を実施した大学からは、非常階段の位置を各人が確認できただけでも実施した価値があったとの紹介があった。地震等に備え非常食などの備蓄は全ての大学においてされている。しかしながら、学生の安否確認については、発生の時間によって学内にいる学生、登下校途上の学生、自宅にいる学生など広範囲に亘るため、その確認の難しさが指摘された。地震等の際の大学から学生、保護者などへの広報方法、安否確認の方法は、各大学とも模索している状況であった。

《オリエンテーション・フレッシュマンキャンプ》
新入生に対しては、大半の大学が４月に２日間程度実施しているが、中には入学式以前に語学のクラス分けなどを実施している大学もある。授業週数確保の観点から、入学式を第１週に挙行し、その後オリエンテーション、フレッシュマンキャンプを行っている大学が多い。２日間のオリエンテーションの内容は、・大学生活全般の注意、・マルチメディアの使用方法、・教務関連事項、・学生会の紹介などである。またオリエンテーションを円滑に進めるために、オリエンテーション準備委員を先輩学生が務めている取り組みも紹介された。
【第３グループ】

担当：高柳　和直　委員

　小出　耕司　委員

（参加者数：１５名）
　　本研修の主題である「人間力育成にむけた学生支援のあり方」及び副題の「元気がでるキャンパスづくりへの提言」に基づき、事前にグループメンバーから収集した検討議案について討議を行った。

１．組織・業務内容の変化について

　・今年度から４大を新設した。大学名称が異なることもあるが、単純に業務が２倍となった。

　・４大を併設することにより、駐車場・駐輪場の確保に苦慮しているとの話しがあり、各短大の通学事情を確認した。自動車許可（３校）、バイク許可（７校）、自転車許可制（６校）、徒歩のみ（３校）であった。徒歩のみの理由としては、駅から近いこと、近くに児童公園があること、幼稚園があること等が挙げられたが、いずれも駐輪場の確保が一番の問題であった。

　・各短大の事情により、組織職制は様々である。学生のことは教務関係も含め学生課、教員のことは学務課と棲み分けをしているところもあった。また、学生が話しやすい人が学生・教務にかかわらず担当者になるとか、教職員すべてが業務内容にかかわらず学生対応をするようにしている短大もあった。

　・学生対応について、ほとんどの短大でクラス担任制としている。「クラス担任マニュアル」を作成してきめ細かく対応に当たっている短大もあった。

　・学生指導を教員が行っており、職員はほとんど関与しないという短大もあり、教員と職員の連携が大切であるとの意見があった。

２．入学前教育・初年次教育について

　・年明けに英語・国語のテキストを送付し、勉強の仕方、ノートの取り方等を教育している。

　・３月中下旬にスクーリングによる英語教育を行っている。

　・日本語コミュニケーション能力向上のため、文章の通信添削を行っている。

　・これまでピアノに触れたことのない学生に対し、入学前教育を行っている。（幼児教育に必要なため）

　・不本意入学者に対し目的意識を持たせるために、入学時に進路に関するオリエンテーションを行っている。

　・卒業式後に次年度入学者の保護者を短大に呼び、説明会を実施している。学生に対しては、入学式前日に短大での「学びとマナー」という冊子を配布し、意識付けをしている。

　・学生に新入生に対する履修等の説明をさせるようにしている。新入生は親しみを感じ、学生の勉強にもなっている。
３．危機管理対策

　・マニュアルの必要性をほとんどの短大で感じている。大地震マニュアルを全学生に携帯させたり、救護マニュアルを作成している短大があった。

　・警察ＯＢが職員となっていると何かと都合がよいとの話しがあった。

４．課外活動・学園祭

　・日ごろ行っている課外活動を披露する場を設けている。学生の意欲向上につながっている。一つの短大で、水曜日のみ昼休みを９０分に延長して、学友会の活動を強制的に行っている。学生部長の発案により実行しているとのことであった。

　・規制を厳しくしていることもあり、学園祭の盛り上がりに欠ける。学友会のなり手が少ない。

　・学生が一体感を持てるよう「つなぎ」を作ったことにより、意識が高まった。

　・教員主導で働きかけ、先輩ががんばっていることを見せることにより、それを後輩が受け継ぐような関係を築いている。

・学園祭について、学生全員が何かしらの委員になるようにしている。出席も取っている。

　・学園祭の収益については、寄付をしていたり、各団体の収益としている短大が多いが、短大内の環境整備費に使っているところもある。

５．マナー教育について

　・マナー教育徹底のため、特別活動の一つとしてトイレ掃除をさせている。「トイレそうじを学ぶ会」の理念に基づき、心も磨く意味もあり素手で磨かせている。実習先からトイレ掃除について、褒められることが多い。

　・学内禁煙としている。ただし、教員は学生とは違うということで、喫煙を認めている。学生には保護者が署名捺印した「禁煙誓約書」を提出させている。提出がないと実習には行けないようなシステムとしている。また、このことにより資格が取得できない場合はあるが、卒業はできるようにはしている。

　・学生に名札をつけさせているが、ほとんどつけていない。

　・授業中の私語に対し、学長から教職員に対し注意するようにとの指示があった。「私語撲滅キャンペーン」を企画している。

　・喫煙については、全面禁煙にするのではなく、分煙等の妥協点を見つけることも必要ではないかと考えている。

　・喫煙については、健康上の観点から禁煙をアピールして行こうと考えている。

　・全面禁煙としており、喫煙が発覚したら「無期停学」と表明している。２～３回の健康指導を経て、処分を掲出している。

【第４グループ】
担当　岸田　良三　委員

　　　柴田　弘子　委員

（参加者数：１６名）
1． 学生生活支援・指導のための組織のあり方と支援・指導の範囲について

・ワンストップサービス対応の組織編成の実施

・担任制

・学生カルテの作成

・アドバイザー制度の徹底

・教員と職員の連携

2． 入学前教育・新入生オリエンテーションについて

・コミュニケーションが取れない学生が多くなっているため、入学式３日前に新入生全員を登校させグループワーク等を行い、学生同志の交流を図る

・入学前に来校させ、教員が面接を行っている

・友達作りができない学生が多くなっている。

宿泊を伴う学外オリエンテーションの実施、ティーチィングアシスタント、チューターによる指導

3． 留学生支援について

・留学生対象に日本で生活する上での入学前オリエンテーションの実施

・留学生に対する経済的支援・学費減免制度について

・ビザの申請取得（学校の意見書、推薦状添付）

・住まいの保証人、家賃滞納者の不動産業者との対応

・留学生住宅総合補償制度の利用について

4． 授業料未納者への対応について（奨学金・減免制度を含めて）

・独自の奨学金制度（給付・貸与）を設けているが、貸与の場合、滞納者の対応が大変

・納付期日で除籍している

・弁護士を通しての督促

5． マナー教育について

・外部講師を呼んでマナー教育を必修科目とし全学生に履修させている

・事務局でマナー向上委員会を作り、学生に浸透させるようにしている。

・教職員への教育の必要性

・学生部職員が学内を見回り学生に『きれいに使いましょう』と声をかけながらクリーンキャンペーンを行っている

6． 麻疹対策について

・入学前に抗体検査結果を提出させている

・全学生に抗体検査を実施

7． 大麻事件の対応について

・掲示で注意

・ホームページに掲載

・警察の生活安全課と連携して防犯講習会を実施

・警察を退職した職員を採用、対処方法を聞きながら対応

【第５グループ】

担当：椹木　　孝　委員

　　　　須賀　　剛　委員
（参加者数：１５名）

本グループでは、本研修会の主題である「人間力育成に向けた学生支援のあり方」並びに副題である 「― 元気のでるキャンパスづくりへの提言 ― 」について趣旨を説明し、事前にリサーチしたグループ討議に関する調査表を基に、最も関心の高い項目から討議した。　　討議については、項目ごとに各短大の実状と問題点について報告したのち、討議を重ねて良策を見出す方法で運営を推し進めた。

討議した項目及び発言内容については以下のとおりである。
１．学生・教職員・保護者との連携の必要性と情報の共有化

～ 在学生の学生生活等を保護者へ知らせる手法 ～

（１）入試の合否発表後、入学予定者と保護者を対象にプレゼンテーションを実施している。

（２）入学式終了後、各クラス毎に保護者会を実施している。

（３）在学生の出身都道府県を訪問し、ホテルを会場に４大と短大で合同説明会を実施している。
（４）学校新聞を年間１回から２回発行し、ほかの郵便物と同封して発送している。

（５）　 〃　 　年間４回発行し、発送に関しては業者へ委託している。

（６）定期的に保護者宛発送物を一つに梱包して発送している。

２．地域との連携　　～ 近隣住人との上手な付き合い方（共存の手法） ～

（１）落葉による苦情対策⇒剪定を含めて業者委託して対応した。

（２）苦情の常習住民対策⇒挨拶に伺う等の方法により顔馴染みになり、適宜会話を交わす。

（３）無断駐車に関する苦情⇒即刻謝罪し、対策に関しては地域を巻き込んで実行する。

（４）匿名の苦情連絡対応⇒名乗らない苦情に関しては対応せず。

３．メンタルヘルス等の相談と対処の実態

（１）学生相談の申請方法

①学生からの申し込み（申し出）により対応。

②「学生相談Box」を設置し、学生側からの投函により対応。

③入学時、メンタルヘルスシートを個々に記入させたのち、陽性のみリストアップして対応。

④学生課で受け付けて、精神科医である学科長が対応している。

（２）学生相談の対応方法

①保健士とカウンセラー、更に担任で対応し、情報の共有は定例会議で行っている。

②カウンセラーのほか、精神科医と保健士で対応し、情報の共有は管理職のみ周知している。

③保健室はあるが、専門員（保健士等）不在の為、学生課で対応している。

④校医、看護士、カウンセラーで対応し、重度の場合は専門医の受診を通告している。

⑤大学・学部において、それぞれで対応している。

４．その他　　～ 各短大における独自の話題 ～

（１）課外活動支援体制

①サークルの数が増えているが、学校側からの支援が特になく、今後の課題となっている。

②年々活性化し、大きな大会へ出場するほど盛んになっている。

③ユニフォーム代、試合会場等への交通費、コーチへの謝礼金は、校費から支出している。

④課外活動に関しては学生課がサポートしており、例年新しく部長に任命される学生達を集め、１泊２日でリーダーズ研修を実施している。

（２）学友会活動

①学友会の傘下に課外活動は位置しているが、万一部室の清掃が行き届いていない場合、学友会から部室の使用を取り消される場合もある。

②学友会が、各行事（新入生歓迎会・球技大会・体育大会・学園祭等）の運営をおこなっている。

③学友会が主となって挨拶の啓発に努めた結果、どの学生も挨拶できる校風を構築できた。

（３）その他の話題

①『みちくさ』というネーミングのフリールームを設け、学生達で賑わっている。

②学生相談室に茶菓子を置いて、誰もが気軽に利用し易い様な雰囲気作りに努めている。

③地域の清掃活動に近隣住民とともに参加し、環境美化に努めている。

④近隣小学校の防犯活動の一環で、小学生の下校時刻と同時刻に下校する学生達が、一緒に下校するといった活動をおこなっている。

⑤障害学生に対する支援に力を入れており、聴覚障害等の学生に対してノートテーカーを提供する等の取り組みをおこなっている。

⑥昼休みの無いカリキュラムを作り、昼食時間については個々で設定するシステムを導入している。

⑦創作ダンスや似顔絵のコンテスト、合唱コンクール等を開催し、学生達の活性化に努めている。

⑧過去に教職員が煙火師の資格を取得し、花火大会を実施していたが、今日においては各種法令等の関係で実施は出来なくなった。

（４）各短大における広報活動

①年間12名の奨学（特待）制度を設けている。

②成績優良者の1年生を対象に前期授業料を免除している。

③事故等で保護者に異状を来した場合、授業料の減免制度を設けている。

④一人暮らしの学生に対して、月額10,000円の資金提供をしている。

⑤通学に２時間以上掛かる女子学生が入寮を希望した場合、寮費無料制度を設けている。但し、男子学生に対してはこの制度は適用しない。
【第６グループ】
担当：辻　　昭　委員
（参加者数：１５名）

グループ討議に先立ち、今回の学生生活に関する調査報告書について説明を行った。

Ⅰ．討議・情報交換について

「グループ討議に関するアンケート・Ⅱ」の項目に従い要約した。

１．課外活動の活性化策

1 学園祭の運営について

・学生会（学友会）が無く教員が指導する形で運営している。

・学生会（学友会）は無いが、実行委員会があり運営している。

・教員指導のもとゼミ単位で参加している。

・展示企画等に大学が資金補助をしている。

・司会進行等にお笑い芸人を起用するようになった。

2 運動部の活動について

・８月の短大スポーツ大会には参加したいが、授業日程が合わず参加できない。

・短大としては大きな大会なので、目標として短大スポーツ大会を利用している。

・他大学のサークルへの参加者が多く、流失を防ぐよう各サークルには指導している。

２．マナー教育の必要性

1 喫煙問題について

・学内完全禁煙にしたが、門外で喫煙し周囲に迷惑を掛けてしまった。

・分煙はしているが、短期大学の学生のほとんどが２０未満であることから、喫煙場
所を設置することも問題ではないか。

2 学生用駐車場の利用について

・駐車場利用のマナーが悪く、どこにでも駐車してしまう。

・駐車上利用者には交通安全講習を義務付けている。

※校舎の所在地の状況も異なっており、通学に対する交通手段については色々であった。

３．学生相談室のあり方

４．学生・教職員・保護者との連携の必要性と情報の共有化策

クレーム対策について

・近年、大学に対するクレームが増加している。

・クレーム等危機管理マニュアルを作成し対応している。

・三者面談等を実施し保護者にも情報を提供している。

５．学生生活支援・指導のための組織のあり方と支援・指導の範囲

教員の業務範囲について

・担任制（指導教員制）委員会運営等業務の範囲が広く、時間が足りない。

・４年制大学に比べると教員の業務量は多い。

・学生が幼稚化しているのは事実だが、２年という短いサイクルでは手が掛かるのも仕方ないのではないか。

Ⅱ．「－元気のでるキャンパスづくりへの提言－」に基づきその取り組みについて

①旅行企画

複数の短大で旅行企画を実施している。主催は大学・学生会（学友会）と様々であり、形態も様々であるが、スクールバスを利用するなど経費節減・利用者の負担削減に勤めながらの実施している。また、問題点としては限られた学生の利用になる傾向がある。

②イルミネーション

　季節限定になるが学生と一緒になって飾り付けている。

③スピーチ大会

　懸賞金を付けるなど、多くの学生が参加するよう工夫しながら運営している。
【第７グループ】
担当：宮本　　朱　委員
（参加者数：１５名）

１．マナー教育（喫煙問題を含む）について

・学内では「禁煙対策グループ」を設置し、昼休みを利用して全教職員がローテーションで学内巡回を行っている。

・タバコを吸う学生に見回をしてもらっている。

２．新入生オリエンテーションについて

・入学式前後に２～３日間をかけてオリエンテーションを行っている。「履修ガイダンス」、「学生生活ガイダンス」、「キャリアガイダンス」、「学科ガイダンス」、「クラス集会」、「防災訓練」、「健康診断」、「新入生歓迎会」等の内容を行う。また、合宿（１泊２日、２泊３日）を行う短期大学もあった。

３．学生のリーダーシップ養成について（各短大での実施方法・時期等）

・「学生リーダーズトレーニング」「クラブリーダーズトレーニング」等、学生のリーダーシップ養成を行っている。「有名人の講演」、「事例紹介」、「コミュニケーションに関するゲーム」などのプログラムが実施されている。

４．課外活動の活性化について

・大学の施設の提供および近隣小学校や公共団体の施設の提供。大学と後援会からの援助金の支援。

・学外の団体の協力を得て、学生の課外活動支援を行う。

・クラブ活動の成果を学内で展示する。

５．奨学金業務について

・奨学金を借りている意識を高めるために、学期ごとに成績証明書を提出させている。

・期間内に書類未提出の学生に対してペナルティーをつける。

６．学生相談室のあり方

・学生が学生相談室に入りやすい工夫をする。

・カウンセラー・学生部・担当教員との情報の共有化が必要である。

・学期始めに、各教員・職員が気になっている学生の情報を提供してもらい、その対応を考える。

７．学生生活支援・指導者として必要なスキル

・東京大学「大学職員キャリアガイド」の紹介

８．学生生活支援・指導組織のあり方

・学生支援の３階層モデル（日常的学生支援・制度化された学生支援・専門的学生支援）

９．学生生活の充実について

・日本私立短期大学協会「平成２０年度　学生生活に関する調査報告書」の紹介

・「居場所作り」、「友だち作り」

【第８グループ】

担当：内藤　智徳　委員

（参加者数：１４名）
－１日目－
１）マナー教育について

「社会人入門」を開講し単位化

外部講師による「マナー講習会」

担任制で学科ごとにガイダンスを実施

２）禁煙指導について

禁煙キャンペーンの実施

３）課外活動への支援について

クラブ活動への援助－経済的、技術的援助

大学祭への取り組み－レクリエーションプログラムとして単位化

新入生オリエンテーション－フレッシュマンキャンプ

福利厚生施設－バーベキュー場、研修所、合宿所

－２日目－
４）保護者との連携について

保護者会、保護者説明会、教育懇談会、父母と教職員の会、教育後援会

　　　内容は、学科説明・学業・進路（就職）

５）ＳＤ活動について

事務職員研修会

ＳＤ研修会

６）学生寮について　　　　有－６校

　　　大学管理、自治寮

７）学生相談室について

相談室なし－３校　　専任カウンセラーを配置－１１校

８）学生カルテのＩＴ化について

教学システム
【第９グループ】
担当：岡本　幸治　委員

（参加者数：１５名）
－１２月３日－
自己紹介を兼ねて、話し合いたいことを紹介することから始める。
＊新入生オリエンテーションについて
  ・宿泊を伴うオリエンテーションを実施しているか否かは、半数の学校が宿泊をしての実施をしている。
＊健康診断について
　・入学式を終えて、新入生と在学生を分けて２～３日で実施している。
　・土曜日に実施し、一日で終えている学校もある。
＊部室について
　・女子だけと男女共学とで多少の違いはあるが、一様に部室があり、そこで活動している。
　・更衣を必要とする場合は、女子は部室内で男子は廊下でおこなっている。
　・特に部室を保たない学校は、ロッカー室で更衣をしている。
＊卒業パーティーについて
　・学校でパーティーをしているのと、場所を変えホテルでおこなっている学校と二分する。
　・費用については、学内実施では五千円前後。ホテルでの実施は一万円を超えている。
　・学校から補助金を出しているところと、参加者負担、欠席者からも徴収しているところもあり、学校間で多少の違いは見られる。
＊たばこの問題について
　・職員が交替で学内を見回っている。
　・シルバー人材センターから派遣してもらい、見回りと清掃をしている。（時給は千円）
　・指導の中には、学生所の提示を求めている。
　・マナーを守らないものは何をしても守らないのが現状である。
　・禁煙委員会を作り指導している学校もある。
　・学内禁煙実施は難しい点も多く、テラスを喫煙場所に提供している学校もある。
　
－１２月４日－
＊マナーについて
　・言葉使いの悪さが目立ってきている。（教員に対しても目立ってきた）
  ・窓口対応でも、ファーストフードと一緒になってきたと感じる。
　・注意するも反抗的な学生も出て来ている。
　・キャンパス内を見回りしている。
　・教室の窓ガラスを大きくし、廊下から中が見えるように改善した。
＊薬物問題について
　・年度当初に、全体で日本ダルクから人を派遣してもらい、話を聞いている。その時に、「薬を止めようでなく、逃げろ」と言われた。
　・オリエンテーションの中に、自己啓発･薬物等々の話を警察官に来てもらい実施している。
　・薬物問題は学校のホームページにも載せて、注意している。
　・学科指導の中で実施している。
＊学生とのコミュニケーションについて
　・上級生からの話を聞かせている。
　・学科長主催で、食事会を開きコミュニケーションを図っている。
＊オープンキャンパスについて
　・卒業生に手伝ってもらい、実施している。
　・学生が、そろいのＴシャツを着て司会からすべておこなっている。
　・学生はスーツを着用し参加している。
　・エアライン講座を実施している。
＊学生相談室について
　・各校ともに相談室はおいてあり、１～２名のカウンセラーを配置している。
　・校舎から少し離れた場所を相談室に当てている。
　・活発な学校ほど、相談者が少なく、全くゼロ人といった日が続いていることもある。
　・ゼミの学生同士で済まされている面がみられる。
＊卒業アルバムについて
　・写真撮影は卒業式後にとっているので、手元に届くのは遅くなっている。
　・年々高額になってきているので、検討しなければならない。
　・学生が特に好まなくなってきた。
＊各賞について
　・成績優秀・クラブ功労等々各校で卒業式に表彰している。
◎これを機に、それぞれがメール等で意見交換をしていくことを確認し、グループ討議を終了した。
PAGE  
14

